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令和３年度 事業報告（資料 １） 

令和３年度 事業報告 

特定非営利活動法人 煌の会 

1. 就労継続支援Ｂ型事業・・・工房すぴか   

１） 事業所開所状況及び利用実績 

年間開所日数・・ 244 日、 のべ利用者数・・ 3,381 名(前年比 95％） 

 就労継続支援 B 型 サービス実績 

利用延べ日数 

(％＝前年比) 

開所

日数 

日平均利用数 

(人/日) 

在籍

人数 

平均利用日数 

(日/人月) 

令和３年 4 月 303 (118%) 21 14.4  28 10.8 

5 月 261 (89%) 18 14.5 28 9.3 

6 月 311 (110%) 22 14.1 30 10.4 

7 月 274 (84%) 20 13.7 30 9.1 

8 月 290 (91%) 21 13.8 30 9.7 

9 月 304 (92%) 21 14.5 30 10.1 

10 月 289 (87%) 21 13.8 30 9.6 

11 月 280 (89%) 20 14.0 30 9.3 

12 月 311 (102%) 21 14.8 30 10.4 

令和４年 1 月 268 (99%) 19 14.1 29 9.2 

2 月 239 (93%) 18 13.3 29 8.2 

3 月 251 (84%) 22 11.4 26 9.7 

合計 3,381 (95%) 244 13.9   

 

当年度、土曜日閉所とした影響で、平均利用人数は対前年比 0.9 人／日増、総利用日

数は５%減となった。12 月までは順調な傾向だったが、２～３月の利用は少なかった。 

 

 
 

また、１月以降利用者退所が相次いだ。退所理由は各々異なるが支援の最適化やステ

ップアップという前向きな退所理由が少ない。利用者にとって当事業所に通所する価値、

すなわち顧客満足度を高めるべく早急に手を打つ必要がある。 
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一日あたりの通所人数（30日平均）の推移

資料 １ 
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２） 販売実績 

⚫ 販売会  計７０日【前年比＋１６日】 

＜官庁主催販売会＞ 合計 ４５ 日 

仙台市）ふれあい製品展示販売会  

若林区役所 計 １２ 日 

宮城野区役所 計 １２ 日 

地下鉄仙台駅 計 １５ 日 

仙台市）ふれあい製品フェア 市民広場 計  ４ 日 

仙台市）ふれあい製品販売会（ウェルフェアスポーツ大会） 宮城野体育館 計  １ 日 

仙台市）ふれあい製品販売会 in ララガーデン長町 ララガーデン長町 計  １ 日 

宮城県）働く障害者ふれあいフェスティバル 宮城県庁 計  １ 日 

＜一般販売会＞ 合計 ２５ 日 

R03/5/24 奇数アトリエ（AER） 

R03/5/29 Holly Hock（地下鉄国際センター駅 青葉の風テラス） 

R03/6/13 トリック・オア・トリート（バイロンズカフェ） 

R03/6/27 福の市（市民広場） 

R03/7/23 きょうされん宮城支部大バザール（泉中央おへそひろば） 

R03/8/6～8/8 エスパルスマイルマーケット（エスパル仙台） 

R03/10/16 Holly Hock（地下鉄国際センター駅 青葉の風テラス） 

R03/10/8～10/10 エスパルスマイルマーケット（エスパル仙台） 

R02/11/1～11/2 ナイスハートバザール（仙台駅コンコース） 

R03/11/21 バイロンズカフェ 

R03/11/23 きょうされん宮城支部大バザール（泉中央おへそひろば） 

R03/12/17～12/19 クリスマスイベント（メリーメリークリスマスランド） 

R04/1/8～1/10 エスパルスマイルマーケット（エスパル仙台） 

R03/3/11～3/13 エスパルスマイルマーケット（エスパル仙台） 

 

⚫ 委託・卸売実績 計１０件【前年比－５件】  

常設 期間限定 

継続 
東京都写真美術館 Nadiff BAITEN（ニュ

ーアートディフュージョン） 
５月 

みやぎの“働く障害者ふれあい商品”庁

内通販（宮城県庁＋みやぎセルプ） 

継続 綴 Café（ミライトス株式会社） １１月 
富士フイルムビジネスイノベーション

株式会社 端数倶楽部 

継続 かむり学園（社会福祉法人 愛泉会） １１月 平間写真館 TOKYO 

継続 島村楽器 仙台ロフト店   

継続 ヘアーサロンカナヤ   

継続 コセキカメラ（コセキ株式会社）   

継続 余白（株式会社パワフルジャパン宮城）   
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３） 販売概況 

前年同様、新型コロナウィルスの感染拡大による販路減少により、金額ベースで前年

比１８％減の商品売上となった。 

   売上（円） 

収 

入 

市）宮城野区役所 66,880 

市）若林区役所 125,950 

市）市民広場 47,300 

一般イベント 542,414 

工房販売 277,095 

ネット販売 11,374 

委託販売 207,835 

収入合計 1,278,848 

 

＜販路別概況＞ 

⚫ 官庁系販売イベント ーーーーー 前年比１０％増 

官庁系販売イベントではリピーターによる販売が堅調だった 

⚫ 一般イベント ーーーーーーーー 前年比７％減 

一般イベントの参加が前年同様少なかった。 

⚫ 取扱店 ーーーーーーーーーーー 前年比４８％減 

パワフルジャパン宮城様とのコラボ制作があったが、全体の減少が大きかった。 

⚫ 自社店舗販売 ーーーーーーーー 前年比９％減 

工房セールで巻き返したが、総合的にはやや不調だった。 

⚫ 自社サイト経由 ーーーーーーー 前年比７７％減 

自社 EC サイトを立ち上げも売上は不調。出品数増加が急務。 

 

４） 工賃支給 

前年に引き続き感染症拡大により大きな影響を受け、工賃支払総額は前年比 38.5％

減の 99.0 万円となった。一方、支払人数は前年比６％増の延べ 319 人となり、平均工

賃は 42.1％減の 2,999 円となった。余剰となった 33,352 円については、工賃変動引

当金として繰り入れ、残高が 183,925 円となった。 

 

５） その他 

以下の事業計画について実施した。 

NO.１：利用者が、自分の得意分野や持っている技術を活かして、互いの作業をサ

ポートし、支え合う関係性作りを構築する。 

NO.２：職員の製作技術・伝達力向上 

NO.３：利用者のスキル分析の仕組みを作成する。 
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2. 介護サービス包括型共同生活援助事業・・・グループホームすばる  

 
 

共同生活援助事業 サービス実績 

利用延べ日数 

（％－前年比） 

（うち体験） 入居者数 

令和３年４月 180 (100%) － 6 

５月 186 (100%) － 6 

６月 180 (100%) － 6 

７月 186 (100%) － 6 

８月 186 (100%) － 6 

９月 172 (96%) － 6 

１０月 139 (76%) － 6 

１１月 118 (78%) － 5 

１２月 125 (71%) － 5 

令和４年１月 133 (72%) － 5 

２月 95 (57%) － 4 

３月 0 (0%) － 0 

合計 1,700 (79％) － （平均 5.6） 

 

事業計画：共同生活援助事業を今年度いっぱい（令和４年３月３１日まで）で撤退する。ま

た、利用者が、施設退出後、次のステップに支障なく移行できるように支援する。 

 

定期総会で承認された通り、当事業所を閉所すべく、利用者や関係各所との対話を重ねつ

つ調整を進めてきた。令和３年１２月に㈱スズヨシから事業所継承の意向が示され、１ヶ

月前倒しで事業所を閉所し、令和４年３月から同社経営の事業所として運営されている。 

 

６名の利用者のうち、２名は他のグループホームへ移行した。別の１名が自立生活（一人

暮らし）へ移行し、一切の障害福祉サービスの利用が終了。残り３名は㈱スズヨシのグル

ープホーム利用者となったが、うち１名は２月中旬に医療保護入院となり、工房すぴか利

用者として、入院中の支援は当法人が継続している。 

 

施設運営費については、年間収支で 4,842 円の余剰が発生し、余剰金を修繕引当金として積

み立てた。修繕積立金は当該施設の保全に使用するべく、煌の会から㈱スズヨシ様に譲渡す

ることで双方が合意し、条文を契約書に記してある（仙台市確認済）。これに基づき、修繕

引当金全額を、令和４年５月に㈱スズヨシに譲渡する。 

 

敷金返却や関係各所との事務手続も終了し、事業廃止は完了した。  
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3. 法人運営 

１）概況 

● 処遇改善加算の報告年度と支給年度のズレを是正したことにより、例年の 1.5 倍

となる賞与支給（約 100 万円増）となったが、経常利益＋0.8％の黒字。 

● 共生事業撤退による固定資産除却損により正味財産は約 300 万減となった。 

● 退職者２名あったが、パート職員の勤務時間調整により、就 B 事業に必要な人員

配置は確保できている。 

 

２）総会の開催 

◯ 通常総会 

書面表決： 令和３年６月２３日まで返信。 

※ “全会員の合意”は得られず、みなし総会不成立。 

総会開催： 令和３年６月２５日（金） １４：００～１６：００ 

開催場所：ZOOM を用いたオンライン開催 

総会員数：１６名 

出席者数：１６名 （うち表決委任者７名） 

◯ 臨時総会 — 実施なし 

 

３）役員体制・・・・計４名 （令和４年 3 月 31 日現在） 

理事長 （１名） 竹樋秀康 （常勤） 

副理事長 （１名） 坂下美渉 （非常勤） 

理事  （１名） 星野公延 （非常勤） 

監事  （１名） 地主雅史 （非常勤） 

 

４）職員体制・・・・計５名  （令和４年 3 月 31 日現在） 

フルタイム３名、パート２名 

 

５）事業所・・・・・１事業所 （令和４年 3 月 31 日現在） 

◯ 工房すぴか （就労継続支援 B 型事業所） 宮城野区新田１丁目 

（グループホームすばる（介護サービス包括型共同生活事業）は令和４年２月末閉所） 


